
い
ま
0研
ざ餅
■
o

l汽
S>
コ
ノ`

|

(幾
酬
べ S

― 鶴
―
ド 1
14
8・
0

「
,針
コ
ぷ
(A
舛
麟

鎌
0酬
噛
,C
)員

ヤ リ
さ ν
tt
R蓼
緯
さ

静
館
00
翌
河
||
|ト

)離
》轡
檬
′ d
O,

喧
σ
Cヽ
様
じ
や
》

。)
'σ
べ
C童
詳
ぷ

'労
ぷ 騨
団
貯E
lノ
屁

`3
い
ぷ 輪
覇
》
罫

ぅNI
R副
習 |
し
》参

確
国 ※
ノC
臓
ぶ
し

:再
淋
パ
d蒻
0わ
再

》
。N
o針
ス

(日
)

昌 き
僣
コ
塾
選
中
翔

43
・
卜 ・
3)
「
か
、 ぷ
ベ

cm
誅
ぷ 踏
醐
o満
申
翔
油
潔

濶ヽ
野
ス
マく

|●
謙
繭
(N
C

》
番
)」
館
が
ざ餃
湘
満
ぷ H

蒻
♪
望
米
国
′ C
)C
 o
No

「ヽ 澱
国
0油
>‖
マく
10
第

刈
J露
蒲
澱
0>
田
oき
ょ

。ヽ
=べ
も 謝
館「
N昧
^0

澪
じ
ヨ
中
洵
6針
鉾
,。
No

り
針
0開
σ
ヨ
薄
0融
べ
ざ 針

がヽ
脂 磁
ぷ υ
ホ
河
」
屁
=脚

'〉

難
'〉

器
熙
ン
中
河
>E
El
,簸

=加
爾
辞 コ
NC
よ
満
ぷ 鱗
刈

0憔
潮
沐
漱
べ
Cr
y 
l(
く
、

鸞ヽ
摯
Θ 聡
濤
》
。 丼
再 颯
前

露
再 塵
>口
。ド
Rc
]R
R

薄ゝ
>回
○
マ
7マ
(q
ぷ
講

謙
OH
頭
か
叫
蒲
諮
d聰
腑
ぷ

マ
く1
0謙
繭
0コ
凝
墾
騨
団
選

悧
河
ノ コ

|‐
楡
田
田露
回
※

しヽ
Nコ
ベ α
餅
o炒

醐ヽ
ド
ざ餅
珊
≫
′ り・
「l
辮
ド

0'
べ
3酪
ぷ 》
価
裁
淋
Oo

)国
※
ノ R
6炒
曇お
屁 迎
河

||
|口
憫
河
Og
館
「 囲
》
′ P

珊
ノ 貯
加
」
ド
さ
野 ド
6醗
σ

丙
齋
||
|ン

"河
再 ぶ

/●
嚇
潮

ハヽ
Sぷ
「
問
蒻
掛
奪
きヽ
河

米
EE
IJ
ヽ
辮
館 C
)o
鉾
○ 》

罫
0マ
く(
0逆
湾「
v筍
引
洵
o

β  
oN
‐
―
""
Ч
滞 憫
剛
コ

冷
望
0泄
回
沐
No
針
「v
藩
肺

0酬
騨
ヨ
螂
河
S口
ゆ
。 ド
o

OF
vO
「
」ヽ
S中
翔
バ 3
さ

d>
□

4ヽ蕎
H撫
嵐
対
/回

峙
+|
:迪
>拌
針
出
ン

|

ヨ
》
珊
計
勝
事

閻 蠅 吻
dコ
凝
望
蔚
刈
ヨ
凝
墾
ヨ
中
湾
o尊
蘇
濤
洵
蕩

==
コ
8や
ぷ
=一
―
刀
刀
∈
滞
中
翔
コ
絣
望
洋
cO
針
嶺
「
卜
」
0引
剛
0昔
抑
)I
ll

誌 覇
輝
団
瞬
回
討
σ
薇
藤

翌 ω 繭 嶺 滴 Ｓ 闘 劇

辞
コ
華
碑
簿
ノ通
摯
再
凄
蒲

柵
珊

顧
さ
≡
諄
灘
′ 畔
瀬

=ゝ
ざ
り
)墾
溶
薇

R´
ユ
ニ
藩
>エ
〇ド 「
蓋 (E
I

′≡
:ギ

翻ミ
汗
二
こ:ヽ

_

嗽
IS
争
お
■
ま
耳

扇
融油
赴
○ >
コ
ン 屁
料
パ

|

濃
Nさ
鉄
】I
Rコ
)|
コ
|+

。ド
oヽ
サ
0ゆ
α
)0

Qじ
米
国
ぷ 爾
瀞
がヽ
コ
赳
ぷ

◇ル
■ミ
|ン
屁 狂
狩
。N
o"

0`マ
7マ
(蠅
ノ 0
炒
コ
||

+|
1通
+書
日
H》

|し
憔
潮

0ヨ
コ ヨ
。討
oヽ
3ヨ
沸
屁

再
コ爵
>口
彎壺
R洒
)ゆ
が

ノ ●`
静
崚
醍
○ 訓
囀
窯
盤

。か
Ч
コ
赳
蔵 潤
戯繋
謙

べ
C館
「 ゆ
聡
6M
コ
」
ぷ
ゆ

粛
喜
ヨi
Sヽ
ン 屁
司
爵
,コ
ド

o副
dM
尋
】
国
ぷゞ
澱
湘
0

0。
OЧ
牲
遺 1
言
>田
d鉾
0

響
頭
型
蔵
遊
脚
0書
+】
ぷゞ

澱
恥
型
》
Ot
tt
ll
じ
こ
国
※

ON
oβ

ノ 露゙
酸
詳
0ぷ

。 N
C満
ぷ
5ゆ
6峰
(R

O)
聡
し
回
副
米
コ
ン ベ

0
03
ぷ
嗣
詰
Чゝ
コ
蟄
ぷ
(コ

繭
Ц
I:
さ
d7
-ヾ

0尋
ま
)

ち
Ц
tt
H■
>ゆ
ル
ト瀾
|。
N

'コ
R潤
戯
葉
謙
ノ さ
>こ

輝
ぷ
ざ
β 昇
尋
燿
>E
E。
油
莱

轟゙
蜂
か Ч
コ
醐
ぷゞ
澱
油
遡

》
再
ゆ洲
ヨ
滋
o「
v高
く
レ d

Oハ
。N
gd
ヽ
ct
tR
E

O喜
計
OS
熙
剛
′ さ
もヽ
ら

い
う
潤戯
0回
中
ノ 屁
回 ※
ド

鉾
べ 尋
灘
ぷ 澱
館
飾
♪
sN
o

ト ヨ
辱
露
0遊
爵
●
Чt
ヽ

―
質

『 一 』 一 一

価 樋 ｍ Ш 一 軸 綱 ■
嬌

…
…

…
…

…
…

  
  
  
  
  
  
  

…
…

…
…

‐
―

‐ ・
―

・
  
  
  
  
  
  

―
―

‐
==
・
‐
‐
‐
==
■
■
‐
i

∈
IS
>口
屁
画
※
  
髭ヽ
Nc
塗
河
じ
角針
回 潜
  
ぷ
闘 ヨ
o>
田
0'
(卜
く
と

。ド
0ヽ
ざ 淋
  
  
6ド

さ 》
α
湖
ぷ ョ
滋
 H
)が
枷
躙
葉
謙
剛
面
、℃ヽ

sr
誇
澪
一q
ン
で
l 
o回
米
ユ>
田
′ べ
ct
tS
鮨
 o
耐
回
地
]翠
悦
マ
ロ ロ
o

璽〕
l晨
:R
醤
3』
灘鮮 3
1書
ξ諜虜
書)汽
ξ :書
晶i滞
選]母
醤 紫民
員

ふ こ
岸露
コ ロ
鶏鯨
ョ  
き 瀬
球ヨ
同 苗
′ 書
oβ
oN
 o
り
、
。N
o澤
at
凛
ハ ミ

ζ 書き
ま]F:

響
器 3
35
8ず
枷」 鷲
襟檻 ]

』
 蓋きヽ
こ 籍 ∫
‖]や

lF
ミ

露言 →ヾ
撻日 米ゞ
ミ  さ

C攣
2,
書
里 1淵
思』 首
 『 ζ
営,藷
営ミ ξ

tt
ζ
」 営

、
き 剛
om
剛
o、

/■
oN
 ぷ
峠
爵
蒻
Om
離
蒲
回 ぶ
蝉

鸞
Ⅲ
l‐
11
1‖

‖
‖
‖
‖
‖
‖
川
Ⅲ
‖‖
‖
Ⅲ
‖
田
Ⅲ
Ⅲ
‖
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
‖
‖
川
Ⅲ
‖螂
田
‖Ⅲ
‖‖
‖
Ⅲ
Ⅲ
川
mm
mm
mⅢ

‖‖
Ⅲ
Ⅲ
‖‖
川
Ⅲ
m 
mⅢ

Ⅲ
出
"m
mm
…

ⅢⅢ
…
…
…
Ⅲ …

瓢 凱 一 〇 Ｏ Ｎ 捕 （ 判 濤 ⑬ 拌 ） ” 油 Ю ヽ

一 １ １ １ １ １̈ ■ １ １ １ 一 １ １ ■ ■ １ １
，
Ｉ Ｉ Ｉ 毒 ギ ー ー ー ■ ■ ■ １ １ 一 １ ■ １ “ １

，
１ ■ 一 １ １ ■ Ｉ 摯 １ １

歴
璽
塾
妻
II
Eビ
ジ
彎
β`
野`

1鸞
習?
翠
習̂
r譜
)1
91
｀
誦 啓
]い
Cヨ
コ
下潔

'〉

Cm
米

国 O
SN
捌

回 0
前
ノロ
1嘲
曲
日



EFキ ~~~~~「 ~

第3種郵便物認可 朝 日

復
興
に
利
用
い食
は
洋
風
化

ア
ジ
ア
や
欧
州
の
飢
餓
防
止

の
た
め
食
糧
増
産
を
続
け
て
き

た
米
国
は
、
各
国
の
復
興
が
進

む
に
つ
れ
、
農
産
物
の
在
庫
の

山
に
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
こ

で
、
ソ
連
と
の
援
助
競
争
に
余

剰
農
産
物
を
活
用
す
る
戦
略
を

採
用
。
日
本
政
府
は
こ
れ
を
受

け
入
れ
、
経
済
復
興
に
用
い

た
。
売
上
代
金
八
千
五
百
万
ルド

（当
時
の
レ
ー
ト
で
約
二
百
億

円
）
を
利
用
す
る
権
限
を
め
ぐ

っ
て
ヽ
日
米
両
国
が
鍔
（つ

ば
）
ぜ
り
合
い
を
演
じ
た
。

そ
の
仕
組
み
は
、
こ
う
だ
。

米
国
が
小
麦
な
ど
の
余
剰
農
産

物
を
四
十
年
の
長
期
低
利
借
款

つ
き
で
日
本
に
売
却
す
る
。
こ

の
農
産
物
を
国
内
市
場
で
売
っ

た
日
本
政
府
は
、
そ
の
売
却
代

金
を
「見
返
り
資
金
」
と
し
て

経
済
復
興
に
利
用
す
る
。

朝
鮮
特
需
の
落
ち
込
み
や
、

資
金
不
足
に
悩
む
日
本
政
府
に

は
魅
力
的
だ
っ
た
。
両
国
間
の

交
渉
が
一
九
五
四
年
十
月
二
十

二
日
か
ら
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
始

ま
っ
た
。
焦
点
は
、
売
上
代
金

を
利
用
す
る
権
限
を
日
米
が
ど

う
分
け
合
う
か
だ
っ
た
“

十
一月
六
日
に
示
さ
れ
た
第

一次
案
は
、
日
本
の
利
用
権
限

月
害
雀
そ
一メ
メ
シ
」
き
て
二

げ
て
も
、
「六
六
％
と
い
う
数

字
は
、
東
洋
的
セ
ン
ス
に
ア
ッ

ピ
ー
ル
せ
ず
」
（５４
・Ｈ
・
‐０

午
前
、
東
畑
四
郎
農
林
次
官
発

言
）
と
粘
り
、
米
国
か
ら
「七

割
」
と
の
譲
歩
を
引
き
出
し

た
。日

本
政
府
は
、
こ
れ
を
資
金

に
潅
漑
（か
ん
が
い
）
や
ダ
ム

建
設
、
農
地
開
発
に
取
り
組
ん

だ
。
小
中
学
校
で
は
、
脱
脂
粉

乳
や
パ
ン
に
よ
る
給
食
が
進

後
退
し
た
自
主
開
発
路
線

CZ

日
本
最
初
の
原
子
の
「火
」
を
と
も
し
た
研
究
用
原
子
炉
Ｊ
Ｒ
Ｒ
１
１
＝
７６
年
１０
月
１９
日
、
茨

城
県
東
海
村
の
原
子
力
研
究
所
東
海
研
究
所
で

一
九
五
七
年
八
月
二
十
七

日
、
茨
城
県
東
海
村
に
日
本
で

初
め
て
原
子
の
「火
」
が
と
も

っ
た
。
今
日
の
原
子
力
発
電
の

基
礎
と
な
っ
た
米
国
製
の
研
究

用
原
子
炉
Ｊ
Ｒ
Ｒ
「
１
だ
。
こ

の
原
子
炉
と
燃
料
ウ
ラ
ン
の
輸

入
の
き
っ
か
け
と
な
る
「日
米

原
子
力
研
究
協
定
」
を
め
ぐ
る

交
渉
で
、
後
に
原
子
力
三
法
に

も
盛
り
込
ま
れ
た
「民
主
、
自

主
、
公
開
」
と
い
う
原
子
力
三

原
則
は
名
ば
か
り
に
、
米
国
か

ら
の
技
術
導
入
を
進
め
て
い
っ

た
様
子
が
、
公
開
さ
れ
た
文
書

か
ら
透
け
て
見
え
る
。

米
国
は
五
五
年
一
月
、
原
子

力
開
発
研
究
用
の
濃
縮
ウ
ラ
ン

を
賃
貸
で
提
供
す
る
協
定
の
締

結
を
ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
本
大
使

館
に
申
し
出
た
。
日
本
側
に
は

寝
耳
に
水
。
大
使
館
の
科
学
ア

タ
ツ
シ
ェ
と
し
て
対
米
交
渉
の

実
務
を
担
当
し
た
向
坊
隆
氏
■

現
，日
本
原
子
力
産
業
会
議
会

一長
――
は
「原
子
力
を
担
当
す
る

な
ん
て
私
も
役
所
も
思
わ
な
か

っ
た
。
い
き
な
り
原
子
力
が
降

っ
て
き
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

当
初
の
日
本
の
路
線
は
「天

然
ウ
ラ
ン
重
水
炉
の
国
産
」
だ

っ
た
。
し
か
し
、
日
米
研
究
協

定
を
提
案
さ
れ
る
と
「
（輸
入

し
た
）
濃
縮
ウ
ラ
ン
に
よ
る
実

験
用
原
子
炉
の
建
設
を
並
行
し

て
考
え
る
」
（５５
・４
●３０
付

原
子
力
利
用
準
備
調
査
会
報

告
）
に
な
っ
た
。
米
国
の
意
向

に
沿
う
形
で
次
第
に
国
産
構
想

が
後
退
し
、
米
国
製
原
子
炉
の

輸
入
が
前
面
に
出
た
。

輸
入
路
線
を
進
め
る
外
務
省

は
、
自
主
開
発
を
求
め
る
学
界

を
批
判
し
て
も
い
る
。
「米
側

条
件
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な

い
の
で
、
学
術
会
議
の
い
わ
ゆ

る
三
原
則
の
こ
と
き
非
現
実
的

抽
象
論
に
押
さ
れ
が
ち
で
は
か

ば
か
し
い
審
議
の
進
捗
（し
ん

ち
ょ
く
）
を
見
な
い
」
（５５
。

５
●１６
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
使

あ
て
電
報
）

一方
ヽ
日
本
の
原
子
力
政
策

の
ず
さ
ん
さ
も
見
え
始
め
る
。

窄
塔
蒻
て
々
　
斎
鷹
　
ジ
Ｅ
タ

は
映
写
機
の
購
入
、
沖
縄
へ
の

災
害
救
援
物
資
、
フ
ル
ブ
ラ
イ

ト
交
換
留
学
生
、
米
国
情
報
機

関
経
費
な
ど
に
使
わ
れ
た
。

一方
、
野
党
や
農
民
か
ら
は

「余
っ
た
食
糧
の
押
し
付
け
だ
」

と
す
る
批
判
の
声
が
わ
き
上
が

っ
た
。
経
済
企
画
庁
は
、
米
ソ

の
援
助
手
法
を
比
較
す
る
内
部

研
究
で
「米
国
の
余
剰
農
産
物

援
助
に
は
恩
恵
感
が
伴
い
に
く

い
」
と
辛
回
の
評
価
を
し
た
。

協
定
調
印
の
直
前
に
、
経
済
企

画
庁
は
「賃
貸
さ
れ
る
燃
料
ウ

ラ
ン
は
他
国
と
同
じ
六
ロキで
、

三
基
の
原
子
炉
を
作
り
た
い
。

他
国
は
一基
だ
。
三
基
は
可
能

か
」
（５５
ｏ
・１
・
・４
）
と
米
国

に
問
い
合
わ
せ
る
よ
う
外
務
省

に
伝
え
た
。

研
究
協
定
締
結
の
翌
五
六

年
、
日
本
は
輸
入
濃
縮
ウ
ラ
ン

の
購
入
へ
の
切
り
替
え
や
増
量

な
ど
を
求
め
て
協
定
の
改
定
を

米
国
に
求
め
た
。
こ
れ
が
、
発

電
用
の
動
力
炉
の
技
術
導
入
ま

で
合
め
た
日
米
原
子
力
一般
協

定
に
つ
な
が
る
。

そ
の
仮
調
印
の
間
近
に
な
っ

て
、
日
本
が
七
ントの
濃
縮
ウ
ラ

ン
を
申
し
入
れ
た
の
に
対
し
、

「
（米
原
子
力
委
員
会
は
）
わ

が
方
提
出
の
資
料
で
は
不
十
分

な
る
に
つ
き
賛
否
の
判
定
を
下

し
難
い
」
（５８
・
４
●８
朝
海

浩
一郎
駐
米
大
便
か
ら
の
大
至

急
電
）
と
指
摘
“
日
本
は
し
ぶ

し
ぶ
要
求
量
を
二
・七
ントに
減

ら
し
た
。
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